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先週、６年生を送る会が開かれました。全校が集まることはできませんでしたが、どの学年も６年生に

思いを伝えようと、一生懸命出し物に取り組みましたね。６年生に、皆さんの「ありがとう」の気持ちがしっ

かりと伝わったと思います。 

６年生は、集団登校や縦割り掃除、委員会活動など、いろいろな活動で、リーダーとして、手本となっ

て頑張ってくれました。優しくて頼りになる６年生のおかげで、宮園小に笑顔の花がたくさん咲きました。

６年生が安心して卒業できるよう、下級生の皆さんは引き継いだ思いや活動を頑張っていきましょう。 

さて、今の学年・クラスで生活するのも残り４週間となりました。今のクラスで、たくさんの笑顔の花を咲

かせることができましたか。職員室の前の掲示板や教室に学級目標が貼ってありますが、自分たちの目

指すクラスになっていますか。クラスや自分がどんな成長をしたかを振り返り、次の学年につなげていき

ましょう。残りの４週間もクラスの仲間と素晴らしい思い出をたくさんつくり、よい締めくくりをしてください。 

また、この締めくくりの４週間は、感謝をする期間でもあります。４月の入学式と始業式で話をした、笑

顔の花を咲かせるために頑張ってほしい「３つの『あ』」のことを覚えていますか。「挨拶」「ありがとう」「安

心・安全」の「３つの『あ』」でした。その２つ目の『あ』では、「ありがとう」を口に出して言うと、脳みそが自

然にその人の良いところを探すようになるので、「ありがとう」の言葉を広げて、友

達の良いところをいっぱい見つけましょうと話しました。たくさんの「ありがとう」を口

に出して言えましたか。 

「ありがとう」、とてもきれいな言葉だと思いませんか。「ありがとう」はすべての人

を幸せにする魔法の言葉といわれます。「ありがとう」の言葉で、誰もが温かく優し

い気持ちになるからです。この１年、今日まで頑張ってこられたのは、先生や友達、

家族、地域の方など多くの人や、教室、机、道具などの多くのものに支えられてき

たおかげです。当たり前のように毎日ある中で、当たり前のように思って、つい感謝の気持ちを忘れてし

まったり、「ありがとう」と口に出せなかったりします。英語で“Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ”「あなたに感謝」ですが、日本

語の「ありがとう」はそれだけではありません。漢字で「ありがとう」は、「有る」ことが「難しい」と書きます。い

ろいろな自分のためにしてくれることや自分の生活の中にあるものを「当たり前」ではなく、「有り難い」こ

とと受け止めてみてください。きっとたくさんの「ありがとう」が見つかり、感謝の気持ちで自分の心も磨か

れるはずです。そして、あなたの感謝の気持ちを、「ありがとう」と言葉にして伝えていきましょう。 

 

○表彰 静岡県児童・生徒紙上美術展 図工部門 磐周特選 ６年 夛米 七海 

             〃    書写部門 磐周特選 ５年 大場 結登  

○２月会礼での児童の言葉は、宮園小ホームページ「おたより」のコーナーを御覧ください。 

 

※令和 5 年度宮園小学校行事予定一覧(2 月 21 日配布)訂正資源回収①5 月 20 日(土)→5 月 21 日(日) 



学校評価について

12月に実施した学校評価アンケートの結果を集計したので、お知らせします。

アンケート項目 児童 保護者 教師

1 子供は、学校の勉強が分かっている。 92% 77% 95%

2 子供は、進んで調べたり、学んだりしている。 88% 61% 100%

3 子供は、学んだことを次の学習にいかしている。 86% 87%

4
子供は、自分から進んで友達と関わり合い、自分の考えを深めようとして

いる。
88% 88%

5 子供は、進んで学習課題に取り組み、最後までやりとげようとしている。 91% 94%

6 子供は、家庭学習に毎日きちんと取り組んでいる。 92% 85% 100%

7 子供は、読書を楽しんでいる。 79% 42% 78%

8 子供は、外国語活動や外国語の授業を楽しんでいる。 93%

9 子供は、きまりを守って生活している。 87% 76% 88%

10 子供は、誰にでも進んであいさつしている。 92% 72% 75%

11 子供は、苦手なことや難しいことにも挑戦しようとしている。 89% 83%

12 先生は、子供を理解して、支援、指導にあたっている。 93% 96% 90%

13 子供は、履き物をそろえている。 93% 36% 82%

14 子供は、学校が楽しいと感じている。 85% 91% 100%

15 子供は、学校や学級をよりよくするために進んで協力している。 88% 94%

16 子供は、食後の歯磨きをしている。 94% 87% 100%

17 子供は、規則正しい生活をしている。 89% 85%

18 子供は、友達と関わり合う中で、自分のよさを見つけている。 84% 100%

19 子供は、友達と関わり合う中で、友達のよさを見つけている。 94% 94%

20 子供は、運動のめあてに向かって、最後まで取り組んでいる。 94% 82% 100%

21 学校は、安心安全な環境や対策を整備している。 93% 95% 100%

22
学校は、保護者や地域の方に学校、学年の様子などの情報公開をよく行っ

ている。
79% 80%

23 学校は、地域の教育力を生かし、地域ぐるみで子供たちを育てている。 91% 94%
 

※御意見につきましては、ホームページに回答を載せさせていただきます。 

本校では、学校教育目標「笑顔の花を咲かせよう」に向け、重点目標（目指す子供像）として３つの項目を掲げ

ています。１「考え、行動する子」については、児童の思考をじっくり待ち、判断を委ねる場面を設定し、主体的な

行動につながる姿が増えてきています。２「思いやる子」については、仲間を認める活動を積極的に行い、互いの

良いところを見つける言葉が日々の生活の中で自然と表れています。３「たくましい子」については、苦手なことや

難しい事にも挑戦する意識が高まりつつあり、粘り強さやたくましさが育まれつつあります。 

 子供たちは学校生活の中で多くの笑顔の姿を見せており、めざす目標に向けて子供たちが育ちつつあると感じ

ています。 

 反面、学校評価における子供たちや保護者、教員の結果を見ると、子供自身はできていると思っていることが、

大人にはまだまだと感じられる部分もあります。子供の姿をもとに、指導や支援のあり方について常に見直しをし、

工夫や充実をはかる取組をしていくことが必要であると考えています。 


